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(堀 川)(土御 門)(久 我)
通 具 通 宗
具 実 女 子 定 通 通 成 顕 任
基i具((通 子)土御門院妃後嵯峨 母)
※ 『尊卑分脉』 を基 に作成 。
定 通 通 光




























































































































































































































































































































































































































































































女 子 女 子 通 行 通 方
懸 驫)「 ヨ




女 子 通 時 雅 親
糊 親王室)[
通 清
 
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
源
雅
具
は
雅
兼
-
雅
頼
流
で
、
綾
小
路
師
季
と
は
双
従
兄
弟
に
な
る
。
従
っ
て
嫡
流
の
通
親
流
に
対
し
て
傍
流
の
位
置
に
あ
る
。
し
か
し
雅
具
は
源
通
親
二
男
堀
川
通
具
の
子
と
な
っ
て
雅
具
を
名
乗
り
、
承
久
三
年
(
一
二
二
一
)
閏
十
月
十
日
に
は
、
こ
の
年
五
月
の
承
久
の
乱
の
後
、
み
ず
か
ら
求
め
て
罰
を
受
け
て
土
佐
国
遷
幸
と
な
っ
た
土
御
門
上
皇
に
供
奉
し
て
い
っ
た
。
こ
の
婚
姻
は
『明
月
記
』
文
暦
二
年
(
=
一三
五
)
三
月
二
十
五
日
条
に
「金
蓮
云
、
前
少
将
雅
具
近
年
為
師
員
聟
、
得
境
無
極
、
而
此
春
入
洛
、
麒
醐
マ
へ
人
、欲
企
南
山
斗
藪
、
入
精
進
屋
之
間
、
妻
室
終
命
産
由
飛
脚
来
告
、
而
如
熔
云
々
、
宿
運
不
依
人
力
事
歟
、
可
悲
、
」
と
あ
る
事
か
ら
知
ら
れ
る
。
土
御
門
上
皇
は
寛
喜
三
年
(
一
二
三
一
)
阿
波
国
で
死
去
、
遺
骨
は
京
都
に
上
っ
た
。
雅
具
も
上
皇
の
死
を
受
け
て
帰
洛
し
、
そ
の
後
鎌
倉
に
下
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
原
師
員
は
嘉
禄
元
年
(
一
二
二
五
)
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
評
定
衆
の
筆
頭
と
な
り
、
同
年
六
月
の
大
江
広
元
死
去
後
の
文
士
の
大
物
で
あ
る
。
さ
て
、
定
家
が
聞
い
た
所
に
よ
る
と
、
雅
具
は
近
年
中
原
師
員
の
女
婿
と
な
っ
て
こ
の
上
な
き
境
偶
と
な
っ
た
。
そ
し
て
今
春
数
百
人
を
連
れ
て
上
洛
し
た
が
、
妻
室
の
産
死
を
告
げ
る
飛
脚
が
来
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
雅
具
は
鎌
倉
入
り
し
た
後
に
鎌
倉
に
て
師
員
女
婿
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
で
は
師
員
女
婿
と
し
て
偶
さ
れ
、
栄
燿
栄
華
を
極
め
た
に
違
い
な
い
。
上
洛
の
同
道
者
数
百
人
が
事
実
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
権
勢
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
上
洛
の
旅
路
一
四
七
一
四
八
　レ
　
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
妻
室
産
死
の
飛
脚
で
あ
る
。
雅
具
は
身
重
の
妻
を
鎌
倉
に
残
し
て
の
上
洛
で
あ
っ
た
。
定
家
の
い
う
「宿
運
」
と
は
雅
具
室
の
産
死
は
無
論
、
そ
れ
に
よ
り
師
員
と
の
所
縁
を
失
う
雅
具
自
身
の
境
偶
を
も
指
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
⑦
唐
橋
通
時
-
北
条
実
泰
女
子
　　
　
こ
の
婚
姻
は
北
条
氏
研
究
会
の
「北
条
氏
系
図
考
証
」
よ
り
知
ら
れ
る
。
北
条
義
時
の
六
男
北
条
実
泰
は
生
年
未
詳
で
あ
る
が
、
唐
　　
　
　
　
橋
通
時
の
鎌
倉
在
住
が
確
認
さ
れ
る
寛
喜
三
年
(
一
二
一二
一
)
時
、
実
泰
同
母
兄
政
村
は
二
九
歳
、
実
泰
嫡
子
実
時
は
八
歳
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
推
す
に
同
年
時
の
実
泰
の
年
齢
も
二
〇
代
半
ば
で
あ
ろ
う
し
、
実
泰
女
子
の
そ
れ
も
実
時
か
ら
大
き
く
は
離
れ
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
と
す
る
と
実
泰
女
子
は
四
〇
歳
以
上
年
長
の
男
子
に
嫁
し
た
事
に
な
る
。
後
述
の
通
時
子
通
清
と
の
混
同
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
定
家
は
寛
喜
元
年
七
月
の
通
時
蔵
人
頭
懇
望
に
つ
き
「
兄
卿
挙
之
、
連
枝
共
職
事
器
量
歟
」
と
す
る
が
、
通
時
も
学
問
を
積
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
可
能
性
の
レ
ベ
ル
に
す
ぎ
な
い
が
、
通
時
が
幼
少
年
期
の
実
時
に
学
問
を
講
じ
て
い
た
と
の
想
像
も
無
理
で
な
い
。
⑧
唐
橋
通
清
-
北
条
実
泰
女
子
唐
橋
通
清
は
唐
橋
通
時
の
子
で
北
条
義
時
女
子
を
生
母
と
す
る
。
こ
の
婚
姻
は
「桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」
等
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
ま
な
　
た
同
系
図
は
「雅
世
・
朝
氏
妻
」
と
な
っ
た
北
条
実
泰
女
子
を
載
せ
て
い
る
。
「雅
世
」
は
通
清
の
本
名
で
あ
る
が
、
当
の
通
清
か
は
　の
　
未
詳
で
あ
る
。
尚
、
通
清
曽
孫
通
春
は
「住
関
東
」
し
た
と
い
う
。
⑨
中
院
通
成
-
宇
都
宮
頼
綱
女
子
中
院
通
成
は
中
院
通
方
の
二
男
、
生
母
は
一
条
能
保
女
子
で
あ
る
。
ふ
た
り
の
間
に
は
貞
永
元
年
(
一
二
三
二
)
誕
生
の
通
頼
が
あ
　ね
　
る
。
別
の
頼
綱
女
子
を
母
と
す
る
藤
原
為
家
嫡
子
二
条
為
氏
が
後
年
上
野
国
宇
都
宮
に
下
向
し
て
編
ん
だ
と
さ
れ
る
『新
和
歌
集
』
に
は
、
通
成
の
詠
歌
「
八
十
ま
て
久
し
く
へ
た
る
年
の
を
の
な
か
き
か
ひ
あ
る
春
に
あ
ふ
ら
し
」
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
歌
は
「賀
歌
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
通
成
が
外
舅
宇
都
宮
頼
綱
の
八
〇
歳
を
賀
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
⑩
土
御
門
顕
方
士
口
良
長
氏
女
子
ま
　
土
御
門
顕
方
は
中
院
通
方
の
子
で
通
成
の
弟
、
生
母
は
家
女
房
で
あ
る
。
ま
た
顕
方
は
土
御
門
定
通
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
。
顕
方
は
建
長
四
年
(
一
二
五
二
)
三
月
、
後
嵯
峨
上
皇
第
二
皇
子
で
次
期
征
夷
大
将
軍
の
宗
尊
親
王
に
従
い
鎌
倉
に
下
っ
た
。
公
卿
と
し
て
顕
方
が
、
殿
上
人
と
し
て
花
山
院
長
雅
が
供
奉
し
た
。
同
行
女
房
の
中
に
は
通
方
女
子
一
条
局
、
源
通
親
女
子
西
御
方
が
あ
っ
た
。
四
　お
　
月
一
日
に
鎌
倉
下
着
、
翌
月
に
宗
尊
親
王
は
将
軍
と
な
る
。
顕
方
は
宗
尊
親
王
が
鎌
倉
を
追
わ
れ
る
文
永
三
年
(
一
二
六
六
)
七
月
ま
で
彼
に
最
も
近
侍
し
た
側
近
で
あ
っ
た
。
吉
良
長
氏
は
足
利
義
氏
の
一
男
で
あ
る
。
家
女
房
を
生
母
と
す
る
長
氏
は
庶
子
の
身
で
あ
る
が
、
足
利
氏
は
清
和
源
氏
義
国
流
で
、
祖
の
義
康
は
源
頼
朝
母
と
同
じ
く
熱
田
大
宮
司
藤
原
季
範
の
女
子
を
室
に
義
兼
を
得
、
以
後
義
兼
・
義
氏
・
泰
氏
・
頼
氏
と
歴
代
の
当
主
は
北
条
氏
当
主
の
女
子
と
の
婚
姻
を
重
ね
た
。
両
氏
は
北
条
氏
当
主
女
子
所
生
の
男
子
が
足
利
氏
当
主
と
な
り
、
新
足
利
氏
当
主
は
ま
た
北
条
氏
当
主
の
女
子
を
室
に
迎
え
、
そ
の
所
生
の
男
子
が
次
の
足
利
氏
当
主
と
な
る
関
係
を
続
け
て
い
た
。
将
軍
実
朝
の
死
以
後
、
足
利
氏
は
清
和
源
氏
の
嫡
流
に
擬
せ
ら
れ
た
が
、
常
に
北
条
氏
当
主
を
外
戚
と
す
る
事
に
な
り
、
足
利
氏
は
そ
の
活
動
に
北
条
氏
か
ら
の
制
約
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
婚
姻
の
成
立
年
や
姻
戚
交
流
の
具
体
像
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
藤
原
頼
経
以
来
政
治
の
実
権
を
持
た
な
い
将
軍
周
辺
は
北
条
氏
当
主
へ
の
不
満
を
持
つ
反
得
宗
勢
力
の
集
う
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
文
永
三
年
八
月
四
日
の
宗
尊
親
王
の
帰
洛
は
、
反
得
宗
の
急
先
鋒
名
越
流
北
条
教
時
に
よ
る
所
謂
鎌
倉
騒
動
が
直
接
の
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
幕
府
内
の
得
宗
勢
力
と
将
軍
・
反
得
宗
勢
力
と
い
う
対
立
関
係
と
右
の
足
利
氏
と
北
条
氏
の
関
係
と
い
う
ふ
た
つ
の
問
題
を
踏
ま
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
四
九
一
五
〇
え
、
庶
子
に
置
か
れ
た
と
は
い
え
、
足
利
義
氏
の
一
男
で
あ
る
長
氏
を
父
と
す
る
女
子
が
顕
方
に
嫁
す
と
い
う
事
は
、
頼
氏
や
長
氏
嫡
子
満
氏
が
公
家
を
番
頭
と
す
る
御
所
廂
衆
結
番
や
御
所
昼
番
衆
結
番
に
名
を
み
る
事
か
ら
将
軍
と
直
接
結
び
得
る
と
し
て
、
北
条
得
宗
勢
力
に
よ
る
足
利
氏
を
通
じ
た
将
軍
と
反
得
宗
勢
力
へ
の
抑
止
効
果
、
ま
た
は
足
利
氏
の
反
得
宗
化
や
顕
方
の
長
氏
女
子
へ
の
私
的
感
　　
　
　
　が
　
情
等
を
想
定
す
る
が
、
確
証
は
持
ち
え
な
い
。
尚
、
宗
尊
親
王
帰
洛
の
供
奉
人
に
「土
御
門
大
納
言
、
同
子
息
中
将
顕
実
、
同
少
将
」
が
あ
り
、
顕
実
は
正
二
位
権
中
納
言
と
な
る
四
条
親
俊
ま
た
は
そ
の
子
で
正
二
位
中
納
言
と
な
る
親
頼
の
女
子
を
生
母
と
し
て
い
る
か
ら
、
長
氏
女
子
は
嫡
妻
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
顕
方
の
事
跡
は
坑
飯
・
鶴
岡
参
社
を
始
め
、
将
軍
出
御
に
お
け
る
供
奉
と
簾
上
げ
等
、
宗
尊
親
王
の
側
近
と
し
て
将
軍
の
儀
礼
に
加
わ
っ
て
い
る
姿
し
か
追
え
な
い
。
一
方
顕
方
は
下
向
時
の
正
四
位
下
参
議
か
ら
、
翌
建
長
五
年
に
従
三
位
、
同
六
年
に
権
中
納
言
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
正
三
位
を
越
え
て
従
二
位
、
文
応
元
年
正
二
位
、
同
二
年
中
納
言
、
弘
長
二
年
(
一
二
六
二
)
権
大
　お
　
納
言
、
同
三
年
十
月
二
十
六
日
に
職
を
辞
し
て
前
大
納
言
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
官
位
官
職
は
将
軍
儀
礼
に
反
映
す
る
。
建
長
五
年
八
月
十
五
日
の
鶴
岡
放
生
会
の
出
御
行
列
は
、
「先
陣
随
兵
」
に
始
ま
り
「前
駈
」
「殿
上
人
」
「公
卿
」
「御
車
」
「御
釼
役
人
」
「御
調
度
懸
」
「御
後
」
「後
陣
随
兵
」
の
順
で
あ
り
、
「土
御
門
宰
相
中
将
顕
方
卿
」
が
唯
一
の
「公
卿
」
と
し
て
将
軍
の
「
御
車
」
の
直
前
に
立
　あ
　
っ
て
い
る
。
私
的
に
は
宗
尊
親
王
の
相
談
相
手
と
思
わ
れ
る
が
、
将
軍
儀
礼
の
上
で
は
公
卿
・
殿
上
人
が
将
軍
の
最
も
近
く
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
将
軍
に
公
卿
・
殿
上
人
が
奉
仕
す
る
と
い
う
構
図
が
浮
び
上
が
る
。
摂
家
に
清
華
家
以
下
の
公
卿
が
奉
仕
す
る
家
礼
に
似
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
事
は
将
軍
権
威
と
い
う
も
の
が
天
皇
権
威
と
無
縁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
天
皇
権
威
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
事
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
唐
橋
通
時
は
「雖
在
関
東
」
不
出
仕
を
理
由
に
除
籍
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
顕
方
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
。
「雖
在
関
東
」
と
い
う
文
言
は
、
幕
府
に
出
仕
す
る
事
は
不
出
仕
に
は
当
ら
　　
　
な
い
事
を
意
味
し
て
い
る
。
顕
方
の
鎌
倉
入
り
は
将
軍
と
幕
府
へ
の
出
仕
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
通
時
の
そ
れ
は
任
官
の
望
み
も
叶
え
ら
れ
ず
に
武
家
姻
族
を
頼
と
し
た
も
の
で
、
一
種
の
無
断
欠
勤
、
職
場
放
棄
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
所
に
も
幕
府
の
朝
廷
と
の
関
係
性
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
⑪
源
通
俊
ー
北
条
朝
時
女
子
こ
の
婚
姻
は
「系
図
纂
要
」
に
「
小
野
宮
通
俊
室
」
と
あ
る
朝
時
女
子
を
載
せ
る
事
か
ら
知
ら
れ
る
。
小
野
宮
通
俊
と
い
え
ば
有
職
家
藤
原
氏
小
野
宮
家
に
も
同
名
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
別
人
で
あ
る
。
だ
が
両
家
は
無
縁
で
は
な
く
、
藤
原
氏
小
野
宮
実
資
は
寛
仁
三
年
(
一
〇
一
九
)
十
二
月
に
女
子
千
古
に
小
野
宮
邸
を
譲
り
、
そ
の
後
小
野
宮
邸
は
千
古
の
女
子
藤
原
祐
家
室
か
ら
そ
の
孫
女
で
村
上
　お
　
源
氏
源
師
頼
室
、
さ
ら
に
師
頼
室
所
生
師
光
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
子
具
親
は
「小
野
宮
少
将
」
と
呼
ぼ
れ
て
い
る
。
ま
た
村
上
源
氏
源
通
俊
は
具
親
の
孫
で
輔
通
の
二
男
で
あ
る
。
輔
通
も
ま
た
『黄
葉
記
』
宝
治
二
年
(
一
二
四
八
)
八
月
二
十
九
日
条
で
「小
野
宮
三
位
輔
通
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
輔
通
弟
輔
時
は
北
条
朝
時
猶
子
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
、
「小
野
通
俊
室
」
の
通
俊
は
源
通
俊
で
あ
る
。
⑫
唐
橋
通
清
-
北
条
為
時
女
子
　ふ
　
こ
の
婚
姻
は
北
条
氏
研
究
会
の
研
究
成
果
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
北
条
為
時
は
北
条
実
泰
同
母
兄
政
村
の
嫡
孫
で
、
父
時
村
に
先
立
ち
弘
安
九
年
(
一
二
八
六
)
に
二
一二
歳
で
死
去
し
た
。
と
こ
ろ
が
通
清
の
生
年
を
仮
に
通
時
死
去
の
翌
年
天
福
二
年
(
一
一
ご
二
四
)
と
し
て
も
為
時
死
去
時
通
清
は
五
三
歳
で
、
為
時
女
子
を
為
時
一
五
歳
の
子
と
し
て
も
、
そ
の
年
齢
は
八
歳
と
い
う
事
に
な
り
、
可
能
性
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
現
代
的
常
識
論
で
は
現
実
的
で
な
い
。
な
お
通
清
の
曽
孫
通
春
は
「住
関
東
」
と
い
い
、
こ
の
通
時
流
は
公
卿
に
列
す
る
事
は
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
そ
し
て
北
条
氏
と
の
所
縁
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
⑬
源
通
親
女
子
-
三
浦
泰
村
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
五
一
一
五
二
こ
の
婚
姻
は
、
執
権
北
条
時
頼
と
そ
の
外
戚
安
達
氏
が
謀
っ
た
宝
治
合
戦
(宝
治
元
年
六
月
・
一
二
四
七
)
に
敗
れ
た
三
浦
一
族
の
妻
子
捜
索
を
記
す
『吾
妻
鏡
』
宝
治
元
年
六
月
十
四
日
条
に
「
泰
村
後
家
者
、
鶴
岡
別
当
法
印
定
親
妹
也
、
有
二
歳
男
子
」
と
あ
る
事
か
ら
知
ら
れ
る
。
定
親
は
源
通
親
の
子
で
東
寺
僧
、
寛
喜
元
年
(
一
二
二
九
)
六
月
以
来
鶴
岡
八
幡
宮
寺
別
当
職
に
あ
っ
た
。
こ
の
合
　　
　
戦
で
定
親
は
「泰
村
縁
座
」
に
よ
る
寵
居
と
な
り
、
宝
治
元
年
七
月
に
上
洛
し
た
。
合
戦
で
泰
村
を
失
っ
た
通
親
女
子
も
落
餝
に
処
せ
ら
れ
た
。
通
親
女
子
は
通
親
の
死
去
年
(建
仁
二
年
・
一
二
〇
二
)
の
生
ま
れ
と
し
て
も
、
宝
治
元
年
時
で
四
〇
歳
代
後
半
で
あ
り
、
泰
村
は
六
四
歳
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
婚
姻
の
成
立
は
「男
子
」
の
年
齢
か
ら
推
し
て
五
年
は
遡
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
仁
治
三
年
(
一
二
四
二
)
に
は
村
上
源
氏
所
縁
の
後
嵯
峨
天
皇
が
即
位
し
て
い
る
。
こ
の
婚
姻
の
背
景
に
後
嵯
峨
天
皇
の
即
位
を
想
定
す
る
事
は
許
さ
れ
る
所
で
あ
ろ
う
。第
二
章
後
白
河
～
後
嵯
峨
院
政
期
の
政
治
動
向
と
村
上
源
氏
前
章
で
は
村
上
源
氏
が
結
ん
だ
公
武
婚
を
通
覧
し
た
。
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
公
武
婚
の
政
治
性
を
否
定
し
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
前
章
の
諸
事
例
を
生
ん
だ
後
白
河
～
後
嵯
峨
院
政
期
を
中
心
に
村
上
源
氏
の
政
治
的
位
置
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
第
一
節
源
通
親
の
時
代
村
上
源
氏
は
、
天
慶
末
年
か
ら
康
保
年
間
(九
四
六
-
九
六
七
)
に
在
位
し
た
村
上
天
皇
の
皇
子
具
平
親
王
の
子
師
房
が
臣
籍
に
降
り
、
源
姓
を
賜
わ
っ
た
事
に
始
ま
る
。
初
代
師
房
は
右
大
臣
、
二
世
代
目
の
俊
房
は
左
大
臣
、
顕
房
は
右
大
臣
と
な
り
、
以
降
顕
房
流
が
嫡
流
と
な
っ
て
雅
実
・
雅
定
・
雅
通
と
、
そ
れ
ぞ
れ
太
政
大
臣
、
左
大
臣
、
内
大
臣
に
昇
っ
た
。
こ
の
間
は
摂
関
期
、
院
政
期
に
当
り
、
村
上
源
氏
諸
氏
が
権
力
を
掌
握
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
村
上
源
氏
が
政
界
の
中
枢
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
雅
通
の
子
通
親
の
時
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
、
平
氏
政
権
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
源
頼
朝
の
死
と
い
う
政
界
の
転
換
期
に
当
り
、
通
親
は
こ
の
局
面
を
巧
に
乗
り
切
っ
て
権
力
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
通
親
　
　
ま
　
の
動
向
に
つ
い
て
は
橋
本
義
彦
氏
、
目
崎
徳
衛
氏
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
他
の
一
族
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
所
が
あ
り
、
本
稿
は
こ
れ
　お
　
ら
に
多
く
を
学
ん
で
い
る
。
久
安
五
年
(
=
四
九
)
に
生
ま
れ
た
通
親
が
政
界
の
中
枢
に
登
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
後
鳥
羽
院
の
乳
母
の
ひ
と
り
高
倉
範
兼
女
子
範
子
を
室
に
迎
え
た
事
で
あ
る
。
範
子
は
平
時
忠
・
時
子
異
父
兄
の
法
勝
寺
執
行
法
印
能
円
と
の
問
に
承
安
元
年
(
一
一
七
こ
に
在
子
を
得
て
い
た
。
範
子
は
能
円
が
時
子
の
子
と
な
っ
た
縁
か
ら
、
治
承
四
年
(
一
一
八
〇
)
誕
生
の
第
四
皇
子
(尊
成
・
後
鳥
羽
)
の
乳
母
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
皇
子
は
寿
永
二
年
(
=
八
三
)
八
月
践
祚
、
在
子
は
母
の
縁
か
ら
後
鳥
羽
後
宮
に
入
る
。
一
方
通
親
は
高
倉
院
近
臣
と
し
て
名
を
み
、
長
寛
二
年
(
=
六
四
)
年
に
花
山
院
忠
雅
女
子
と
の
間
に
一
男
通
宗
を
得
、
嘉
応
元
年
(
一
一
六
九
)
四
月
に
皇
太
后
平
滋
子
が
建
春
門
院
の
号
を
賜
わ
り
女
院
と
な
る
と
、
内
大
臣
雅
通
が
別
当
、
通
親
も
殿
上
人
に
列
し
、
承
安
元
年
に
平
教
盛
ま
た
は
通
盛
の
女
子
と
の
間
に
二
男
通
具
を
得
る
。
同
年
十
二
月
に
平
清
盛
女
子
徳
子
が
入
内
す
る
と
、
通
親
は
女
御
家
の
侍
所
別
当
に
補
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
平
氏
政
権
期
、
通
親
と
範
子
は
共
に
平
氏
の
縁
者
と
し
て
朝
廷
内
に
地
位
を
得
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
寿
永
二
年
七
月
の
平
氏
西
走
に
能
円
は
同
行
し
た
が
、
範
子
は
叔
父
で
父
の
跡
を
継
い
だ
範
季
と
共
に
皇
子
尊
成
王
の
養
育
に
当
た
り
、
尊
成
王
が
践
祚
す
る
(後
鳥
羽
天
皇
)
と
範
季
も
後
白
河
法
皇
近
臣
と
な
っ
た
。
範
子
が
通
親
に
再
嫁
し
た
の
も
こ
の
頃
で
、
文
治
三
年
(
一
一
八
七
)
に
ふ
た
り
の
間
の
初
の
子
通
光
を
得
た
。
こ
の
婚
姻
に
よ
り
通
親
は
後
鳥
羽
天
皇
の
乳
父
と
な
っ
た
。
乳
父
が
天
皇
の
後
見
と
し
て
権
力
を
振
っ
た
例
は
少
な
く
な
く
、
こ
れ
が
通
親
の
権
力
基
盤
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
通
親
は
文
治
元
年
(
=
八
五
)
十
二
月
の
頼
朝
に
よ
る
朝
廷
人
事
へ
の
介
入
、
即
ち
十
人
の
議
奏
公
卿
の
選
定
で
そ
の
一
員
と
な
っ
た
。
文
治
四
年
七
月
に
は
淳
和
・
奨
学
両
院
別
当
の
宣
下
を
受
け
る
。
ま
た
こ
の
年
に
定
通
、
翌
年
に
は
通
方
と
範
子
は
年
子
三
人
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
五
三
一
五
四
を
生
ん
だ
。
建
久
初
年
、
通
親
は
頼
朝
よ
り
頼
朝
女
子
大
姫
入
内
の
工
作
を
依
頼
さ
れ
る
。
文
治
五
年
(
一
一
八
九
)
に
は
後
白
河
法
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
丹
後
局
高
階
栄
子
所
生
の
皇
女
の
親
王
宣
下
(觀
子
内
親
王
)
が
あ
り
、
通
親
は
内
親
王
家
の
勅
別
当
と
な
り
、
さ
ら
に
建
久
二
年
(
=
九
一
)
六
月
に
は
内
親
王
に
宣
陽
門
院
の
号
が
宣
賜
さ
れ
、
通
親
は
院
執
事
別
当
、
通
宗
は
別
当
、
通
具
も
判
官
代
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
宣
陽
門
院
は
法
皇
か
ら
の
長
講
堂
領
を
始
め
莫
大
な
荘
園
を
獲
得
し
た
。
こ
の
頃
の
通
親
は
法
皇
の
寵
愛
を
得
た
丹
後
局
・
宣
陽
門
院
を
権
力
基
盤
と
し
て
い
た
。
翌
年
三
月
に
法
皇
は
死
去
す
る
が
、
旧
院
の
勢
力
に
揺
ぎ
は
な
か
っ
た
。
四
月
の
頼
朝
の
征
夷
大
将
軍
任
官
に
際
し
て
通
親
は
陣
の
儀
の
上
卿
を
務
め
た
。
建
久
六
年
三
月
、
頼
朝
は
東
大
寺
落
慶
供
養
を
名
目
に
上
洛
し
、
十
六
日
に
は
宣
陽
門
院
に
入
り
、
の
ち
六
波
羅
に
丹
後
局
を
招
い
て
政
子
と
大
姫
に
対
面
さ
せ
る
。
こ
の
年
、
在
子
は
後
鳥
羽
第
一
皇
子
(為
仁
・
土
御
門
)
を
生
み
、
通
親
は
権
大
納
言
と
な
る
。
建
久
八
年
、
後
鳥
羽
第
三
皇
子
(守
成
・
順
徳
)
誕
生
、
生
母
は
範
季
女
子
重
子
(重
子
の
生
母
は
平
教
盛
女
子
)
で
あ
る
。
建
久
九
年
正
月
、
為
仁
王
は
践
祚
、
三
月
即
位
、
土
御
門
天
皇
で
あ
る
。
土
御
門
天
皇
は
「桑
門
(僧
侶
)
之
外
孫
」
と
い
う
批
判
を
受
け
た
が
、
通
親
は
在
子
を
養
女
と
し
て
お
り
天
皇
の
外
戚
と
な
っ
た
。
『三
長
記
』
は
同
年
正
月
十
一
日
条
で
「皇
子
辮
篠
流
劇
齢
阯
蝉
孺
卸
隅
臓
鱒
謝
蔚
噸
黻
パ
剛
皺
廼
湘
」
と
記
す
。
さ
ら
に
通
親
と
通
宗
は
後
鳥
羽
上
皇
の
院
別
当
に
列
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
問
、
通
親
の
政
敵
で
あ
っ
た
の
が
頼
朝
と
結
ん
だ
摂
家
九
条
兼
実
で
あ
る
。
通
親
は
院
近
臣
と
し
て
次
第
に
対
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
兼
実
が
外
戚
の
地
位
を
狙
っ
て
息
女
任
子
を
入
内
さ
せ
る
に
至
っ
て
、
大
姫
入
内
を
狙
う
頼
朝
は
兼
実
か
ら
離
れ
、
建
久
七
年
十
一
月
に
は
中
宮
任
子
の
内
裏
退
出
と
兼
実
の
関
白
罷
免
と
な
っ
た
。
翌
年
七
月
、
大
姫
は
二
〇
歳
で
死
去
し
た
。
兼
　　
　
　
　
実
は
通
親
に
つ
い
て
日
記
『玉
葉
』
建
久
九
年
正
月
七
日
条
に
「
彼
卿
来
猶
執
国
柄
、
紲
謝
蠣
鱒
礁
今
仮
外
祖
之
号
、
独
歩
天
下
之
体
、
」
と
記
し
て
憤
り
を
隠
さ
な
い
。
「
博
陸
」
と
は
関
白
の
唐
名
だ
が
、
当
の
通
親
は
権
大
納
言
で
あ
り
、
自
身
の
大
臣
任
官
と
頼
朝
嫡
子
頼
家
の
近
衛
中
将
昇
任
を
目
指
す
事
に
な
る
。
建
久
十
年
正
月
十
三
日
の
頼
朝
死
去
を
経
て
、
同
月
二
十
日
に
頼
家
左
中
将
昇
任
、
同
年
六
月
に
通
親
は
内
大
臣
と
な
る
。
頼
朝
死
後
九
日
程
過
ぎ
る
と
三
左
衛
門
の
変
が
起
こ
る
。
頼
朝
「妹
」
を
室
と
し
た
一
条
能
保
と
高
能
父
子
の
郎
等
で
あ
る
後
藤
基
清
等
三
人
の
左
衛
門
尉
が
、
父
子
の
死
後
主
家
が
冷
遇
さ
れ
た
た
め
に
通
親
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
い
、
能
保
女
婿
西
園
寺
公
経
、
能
保
従
兄
弟
持
明
院
保
家
、
能
保
の
推
挙
で
左
馬
頭
に
昇
任
し
た
源
隆
保
が
出
仕
を
停
め
ら
れ
た
。
こ
の
騒
動
は
一
条
家
旧
臣
や
同
家
縁
者
に
通
親
排
除
の
動
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
幕
府
は
通
親
を
支
持
し
た
。
通
親
は
幕
府
の
機
構
整
備
に
主
要
な
役
割
を
果
し
た
中
原
(大
江
)
広
元
と
密
月
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
結
着
で
は
広
元
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。正
治
二
年
(
一
二
〇
〇
)
八
月
、
範
子
没
。
建
仁
元
年
(
一
二
〇
一
)
七
月
、
後
鳥
羽
上
皇
は
和
歌
所
を
設
置
し
た
。
=
人
の
寄
人
の
中
に
通
親
.
通
具
・
具
親
が
入
っ
た
。
後
鳥
羽
上
皇
の
和
歌
は
通
親
が
導
い
た
も
の
と
い
う
。
翌
年
正
月
、
在
子
は
国
母
で
あ
る
事
で
女
院
に
列
し
、
承
明
門
院
と
号
す
。
同
年
十
月
、
通
親
死
去
、
五
四
歳
で
あ
っ
た
。
直
ち
に
弟
の
通
資
が
淳
和
・
奨
学
両
院
別
当
と
な
っ
た
。
翌
建
仁
三
年
、
通
資
は
後
鳥
羽
上
皇
の
院
執
事
と
な
る
。
通
親
の
死
後
、
後
鳥
羽
上
皇
が
政
治
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
り
、
反
通
親
派
(九
条
派
)
を
登
用
し
て
党
派
性
を
解
消
す
る
。
ま
た
宣
陽
門
院
も
上
皇
が
皇
子
雅
成
親
王
を
同
院
猶
子
と
し
て
送
り
込
ん
だ
た
め
実
権
を
失
っ
た
。
第
二
節
通
親
の
子
孫
の
時
代
後
鳥
羽
上
皇
は
通
親
死
後
の
村
上
源
氏
を
排
除
す
る
事
を
し
な
か
っ
た
。
元
久
二
年
(
一
二
〇
五
)
三
月
成
立
の
勅
撰
集
『新
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
筆
頭
は
通
具
が
務
め
た
。
承
元
四
年
(
一
二
一
〇
)
十
一
月
、
後
鳥
羽
上
皇
は
土
御
門
天
皇
に
替
え
て
守
成
親
王
を
皇
位
に
つ
け
る
。
順
徳
天
皇
で
あ
る
。
生
母
重
子
も
ま
た
父
範
季
が
後
鳥
羽
上
皇
を
養
育
し
て
い
た
関
係
か
ら
後
宮
に
入
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
重
子
を
養
女
と
し
て
い
た
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
五
五
一
五
六
が
範
子
の
妹
兼
子
即
ち
卿
二
位
で
あ
る
。
兼
子
も
範
子
同
様
に
後
鳥
羽
上
皇
の
乳
母
で
あ
っ
た
。
兼
子
は
こ
う
し
た
関
係
を
背
景
に
専
権
を
振
う
よ
う
に
な
る
。
政
治
の
実
権
か
ら
後
退
し
た
村
上
源
氏
で
は
あ
る
が
、
建
暦
元
年
(
一
二
=
)
九
月
、
通
方
は
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
、
十
二
月
に
は
従
三
位
と
な
る
。
そ
し
て
建
保
六
年
(
=
=
八
)
二
月
の
尼
御
台
所
北
条
政
子
の
上
洛
に
至
る
の
だ
が
、
こ
の
頃
の
朝
幕
関
係
は
後
鳥
羽
上
皇
と
将
軍
源
実
朝
と
の
密
月
時
代
で
あ
り
、
上
皇
は
実
朝
を
通
じ
て
幕
府
に
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
た
。
建
保
七
年
三
月
、
通
光
は
内
大
臣
と
な
る
。
承
久
二
年
(
一
二
二
〇
)
二
月
、
土
御
門
上
皇
第
三
皇
子
誕
生
(邦
仁
・
後
嵯
峨
)。
生
母
は
通
宗
女
子
通
子
で
あ
る
。
そ
し
て
通
親
女
子
親
子
が
乳
母
と
な
っ
た
。
承
久
三
年
五
月
に
始
ま
っ
た
承
久
の
乱
は
、
村
上
源
氏
諸
氏
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
彼
等
は
討
幕
軍
に
加
わ
り
、
六
月
六
日
の
摩
免
戸
合
戦
で
は
御
所
中
騒
動
と
な
り
、
坊
門
忠
信
に
定
通
・
重
子
同
母
兄
弟
高
倉
範
茂
以
下
公
卿
侍
臣
は
宇
治
.
勢
田
.
山
田
へ
向
か
い
、
後
鳥
羽
・
土
御
門
、
そ
し
て
乱
直
前
に
譲
位
し
た
討
幕
に
積
極
な
順
徳
の
三
上
皇
と
新
天
皇
仲
恭
天
皇
は
叡
山
御
幸
、
通
光
は
こ
れ
に
供
奉
し
て
い
た
。
さ
ら
に
仲
恭
天
皇
は
密
々
行
幸
し
、
こ
れ
に
は
具
実
が
供
奉
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
討
幕
計
画
に
従
わ
な
か
っ
た
西
園
寺
公
経
父
子
は
「如
囚
人
被
召
具
之
」
と
い
う
。
乱
後
、
順
徳
上
皇
の
係
累
範
茂
は
張
本
公
卿
六
人
の
ひ
と
り
と
し
て
相
模
国
に
て
斬
殺
さ
れ
た
。
七
月
、
通
光
は
内
大
臣
を
辞
す
。
ま
た
こ
の
月
、
幕
府
は
公
卿
=
二
人
を
恐
櫂
に
処
し
、
内
、
村
上
源
氏
は
範
子
所
生
の
三
兄
弟
通
光
・
定
通
・
通
方
、
さ
ら
に
通
光
の
子
通
平
と
有
力
者
が
相
次
い
で
対
象
と
な
っ
た
。
閏
十
月
十
日
、
土
御
門
上
皇
は
乱
の
計
画
に
は
参
加
せ
ず
と
し
て
免
さ
れ
る
所
を
、
ひ
と
り
都
に
安
堵
す
る
事
を
良
し
と
せ
ず
、
み
ず
か
ら
望
ん
で
罰
を
受
け
て
土
佐
配
流
と
な
っ
た
。
定
通
は
涙
を
流
し
て
見
送
り
、
通
具
の
猶
子
雅
具
が
供
奉
し
た
。
そ
し
て
通
子
所
生
の
皇
子
邦
仁
王
は
通
方
の
養
育
を
受
け
る
事
と
な
っ
た
。
尚
こ
の
年
の
五
月
に
は
通
資
女
子
が
嫁
し
た
惟
明
親
王
が
五
四
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
貞
応
元
年
(
一
二
二
二
)
に
は
通
方
と
一
条
能
保
女
子
と
の
間
に
二
男
通
成
が
生
ま
れ
る
。
承
久
の
乱
後
、
幕
府
を
背
景
に
西
園
寺
公
経
は
復
権
し
、
そ
の
女
婿
で
次
期
将
軍
三
寅
(頼
経
)
の
父
九
条
道
家
が
朝
廷
の
実
権
を
掌
握
し
た
。
仲
恭
天
皇
の
の
ち
の
皇
位
は
幕
府
が
非
後
鳥
羽
流
の
観
点
か
ら
後
鳥
羽
上
皇
の
兄
守
貞
親
王
に
院
政
を
執
ら
せ
(後
高
倉
院
)、
そ
の
子
孫
(後
堀
河
・
四
条
)
を
立
て
る
。
後
堀
河
天
皇
に
は
道
家
女
子
墫
子
が
入
り
、
そ
の
所
生
が
四
条
天
皇
で
あ
る
。
貞
応
二
年
五
月
、
幕
府
は
土
御
門
上
皇
を
土
佐
国
か
ら
阿
波
国
へ
移
す
。
嘉
禄
三
年
(
一
二
二
七
)
二
月
、
幕
府
は
阿
波
国
守
護
小
笠
原
長
経
等
に
命
じ
て
土
御
門
上
皇
の
御
所
を
造
営
さ
せ
る
。
同
年
九
月
、
通
具
死
去
(五
七
歳
)。
寛
喜
三
年
(
一
二
一一=
)
十
月
十
一
日
、
土
御
門
上
皇
死
去
(三
七
歳
)
、
火
葬
さ
れ
、
天
福
元
年
(
一
二
三
三
)
十
二
月
、
承
明
門
院
在
子
は
山
城
国
金
原
に
御
堂
を
立
　ぬ
　
　
　
て
上
皇
の
遺
骨
を
移
葬
す
る
。
入
洛
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
供
養
法
会
に
は
「前
内
府
兄
弟
三
人
(通
光
・
定
通
・
通
方
)
皆
率
子
息
列
座
、
外
資
雅
卿
(宇
多
源
氏
)
一
人
相
加
」
わ
っ
て
い
た
。
嘉
禎
二
年
(
一
二
三
六
)
六
月
、
定
通
内
大
臣
昇
任
。
寛
仁
元
年
(
一
二
三
八
)
十
二
月
、
通
方
死
去
(五
〇
歳
)、
邦
仁
王
は
承
明
門
院
在
子
の
土
御
門
殿
に
移
る
。
鎌
倉
で
は
寛
喜
元
年
(
一
二
二
九
)
六
月
に
通
親
子
定
親
が
鶴
岡
八
幡
宮
寺
別
当
職
に
補
任
さ
れ
た
。
仁
治
三
年
(
一
二
四
二
)
正
月
、
後
嗣
の
な
い
ま
ま
四
条
天
皇
は
没
し
、
皇
位
継
承
問
題
が
起
き
る
。
道
家
は
か
つ
て
姉
妹
の
立
子
が
中
宮
と
な
っ
た
順
徳
上
皇
の
皇
子
忠
成
王
を
推
し
、
西
園
寺
公
経
も
支
持
し
た
が
、
順
徳
皇
子
を
避
け
た
い
幕
府
は
邦
仁
王
を
立
て
た
。
後
嵯
峨
天
皇
で
あ
る
。
天
皇
に
は
通
方
の
二
人
の
女
子
(大
納
言
局
・
高
倉
局
)
が
女
房
と
し
て
仕
え
た
。
同
年
十
月
十
一
日
に
は
金
原
御
堂
で
「故
土
御
門
院
御
国
忌
」
が
営
ま
れ
、
前
右
大
臣
西
園
寺
実
氏
以
下
多
く
が
参
じ
た
。
前
日
十
日
よ
り
法
華
八
講
が
営
ま
れ
、
在
子
・
定
通
は
十
日
よ
り
参
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
に
は
後
嵯
峨
天
皇
第
二
皇
子
(宗
尊
)
が
生
ま
れ
る
(生
母
は
平
棟
基
女
棟
子
)。
寛
元
元
年
(
一
二
四
三
)
六
月
、
後
嵯
峨
天
皇
第
三
皇
子
(久
仁
・
後
深
草
)
誕
生
。
生
母
は
西
園
寺
実
氏
女
子
大
宮
院
姑
子
で
あ
る
。
翌
年
十
月
十
一
日
の
故
土
御
門
上
皇
忌
は
、
四
条
坊
城
で
行
わ
れ
、
洛
中
で
営
む
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
長
元
年
(
一
二
四
九
)
五
月
、
後
嵯
峨
天
皇
第
四
皇
子
(恒
仁
・
亀
山
)
誕
生
、
後
深
草
と
同
母
で
あ
る
。
寛
元
四
年
正
月
、
後
嵯
峨
天
皇
は
久
仁
親
王
に
譲
位
(後
深
草
天
皇
)
し
、
以
後
二
六
年
余
の
院
政
を
敷
く
事
と
な
る
。
院
別
当
執
事
に
は
定
通
の
子
顕
定
が
就
き
、
定
通
が
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
五
七
一
五
八
実
権
を
握
っ
た
。
今
上
御
外
戚
は
村
上
源
氏
か
ら
西
園
寺
家
に
変
わ
っ
た
が
、
中
宮
権
大
夫
を
通
光
の
子
雅
忠
が
務
め
、
雅
忠
女
子
後
深
草
院
二
条
は
、
弘
長
元
年
(
一
二
六
一
)
四
歳
で
後
深
草
院
宮
に
入
り
、
文
永
十
年
(
一
二
七
三
)
正
月
、
一
六
歳
で
皇
子
を
生
ん
で
い
る
(皇
子
は
翌
日
死
去
)。
寛
元
四
年
に
は
実
氏
が
三
月
に
昇
任
し
た
太
政
大
臣
の
職
を
十
二
月
九
日
で
辞
し
、
同
月
二
十
四
日
、
替
わ
っ
て
通
光
が
異
例
の
前
内
大
臣
か
ら
太
政
大
臣
に
昇
任
し
て
い
る
。
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
九
月
、
定
通
死
去
(六
〇
歳
)、
翌
年
正
月
に
は
通
光
が
六
二
歳
で
死
去
し
た
。
建
長
四
年
(
一
二
五
二
)
三
月
、
宗
尊
親
王
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る
た
め
に
鎌
倉
に
下
向
、
通
方
子
で
定
通
猶
子
の
顕
方
と
通
方
女
子
一
条
局
、
通
親
女
子
西
御
方
が
供
奉
し
た
。
宗
尊
親
王
は
文
永
元
年
(
一
二
六
四
)
に
近
衛
兼
経
女
子
宰
子
と
の
間
に
惟
康
を
得
る
。
村
上
源
氏
か
ら
は
通
具
孫
女
具
教
女
子
が
、
永
嘉
門
院
端
子
と
寺
門
僧
で
円
満
院
に
入
っ
た
真
覚
を
得
て
い
る
が
、
端
子
の
生
年
は
文
永
九
年
(
=
一七
二
)
で
、
宗
尊
親
王
帰
洛
七
年
後
の
年
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
に
て
将
軍
惟
康
に
仕
え
た
の
が
定
通
嫡
孫
定
実
の
「
ゆ
か
　あ
　
り
」
で
あ
る
「
小
町
殿
」
で
あ
っ
た
。
正
元
元
年
(
=
一五
九
)
十
一
月
、
後
嵯
峨
上
皇
は
後
深
草
天
皇
に
替
え
て
恒
仁
親
王
を
皇
位
に
つ
け
る
(亀
山
天
皇
)
。
通
成
は
文
永
六
年
(
一
二
六
九
)、
内
大
臣
、
弘
安
七
年
(
一
二
八
四
)
十
二
月
、
六
三
歳
に
て
死
去
し
た
。
そ
の
後
村
上
源
氏
が
天
皇
外
戚
と
な
る
の
は
弘
安
八
年
(
一
二
八
五
)
三
月
、
後
宇
多
天
皇
と
の
問
に
通
具
の
曽
孫
具
守
の
女
子
基
子
が
後
二
条
を
得
、
正
安
三
年
(
一
三
〇
一
)
に
即
位
す
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
三
章
後
鳥
羽
～
後
嵯
峨
院
政
期
の
政
治
動
向
と
村
上
源
氏
の
公
武
婚
本
稿
は
こ
れ
ま
で
、
第
一
章
で
村
上
源
氏
が
結
ん
だ
公
武
婚
の
事
例
を
個
別
に
窺
い
、
第
二
章
で
は
そ
の
時
代
の
村
上
源
氏
の
政
治
的
位
置
の
変
遷
を
み
て
き
た
。
本
章
で
は
こ
の
両
者
の
関
係
性
を
考
え
て
み
た
い
。
通
親
の
手
腕
に
よ
っ
て
朝
廷
に
お
け
る
権
勢
の
基
盤
を
築
い
た
村
上
源
氏
は
、
通
親
の
死
後
の
後
鳥
羽
上
皇
の
専
制
に
よ
り
通
親
時
代
の
権
勢
は
押
さ
え
ら
れ
た
が
、
後
鳥
羽
ー
土
御
門
-
後
嵯
峨
と
重
ね
た
天
皇
と
の
所
縁
に
よ
り
、
随
所
で
政
局
の
鍵
と
な
っ
た
。
建
保
六
年
(
=
=
八
)
時
、
皇
位
は
順
徳
天
皇
で
あ
り
、
こ
の
頃
の
朝
廷
の
実
権
は
国
母
高
倉
重
子
の
従
姉
妹
で
、
重
子
を
養
女
と
し
て
い
た
卿
二
位
高
倉
兼
子
が
握
っ
て
い
た
。
こ
の
間
の
朝
幕
関
係
は
、
後
鳥
羽
上
皇
と
将
軍
源
実
朝
と
の
和
歌
を
介
し
た
密
月
関
係
と
、
実
朝
の
婚
姻
問
題
を
始
め
と
す
る
兼
子
と
北
条
政
子
と
の
連
携
で
あ
り
、
表
向
き
に
は
対
立
関
係
に
は
な
く
、
全
体
と
し
て
も
二
〇
年
近
く
大
き
な
戦
乱
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
浮
上
し
た
の
が
後
鳥
羽
上
皇
皇
子
の
将
軍
擁
立
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
政
子
は
こ
の
年
二
月
に
熊
野
参
詣
を
名
目
に
上
洛
し
、
兼
子
と
会
談
し
て
兼
子
の
養
育
す
る
頼
仁
親
王
の
下
向
の
内
諾
を
得
た
。
政
子
の
猶
子
で
稲
毛
重
成
孫
女
綾
小
路
師
季
女
子
と
土
御
門
通
行
と
の
婚
姻
は
そ
の
最
中
に
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
建
保
七
年
(
一
二
一
九
)
正
月
の
将
軍
実
朝
右
大
臣
任
官
拝
賀
鶴
岡
参
社
で
実
朝
は
殺
害
さ
れ
、
反
発
し
た
後
鳥
羽
上
皇
は
幕
府
の
正
式
な
申
し
込
み
を
拒
絶
し
、
代
わ
っ
て
摂
家
九
条
道
家
の
子
三
寅
(頼
経
)
が
下
向
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
の
承
久
の
乱
を
控
え
、
定
通
と
義
時
女
子
と
の
子
顕
親
は
承
久
二
年
(
=
一二
〇
)
と
い
う
、
朝
幕
間
の
平
和
維
持
が
限
界
に
達
し
よ
う
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
時
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
幕
府
に
と
り
本
来
求
め
ら
れ
る
べ
き
新
将
軍
は
後
鳥
羽
上
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
。
政
子
・
義
時
が
京
都
へ
送
り
出
し
た
女
子
の
嫁
ぎ
先
は
、
後
鳥
羽
上
皇
に
所
縁
を
持
つ
そ
の
近
臣
村
上
源
氏
、
し
か
も
大
江
広
元
旧
故
の
故
通
親
の
息
男
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
、
通
行
婚
、
定
通
婚
、
そ
し
て
拒
ま
れ
た
親
王
将
軍
は
一
環
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
幕
府
は
こ
の
段
階
で
院
の
内
部
情
勢
を
把
握
し
て
土
御
門
上
皇
と
村
上
源
氏
を
好
意
的
に
捉
え
、
こ
の
ラ
イ
ン
か
ら
の
院
政
へ
の
働
き
掛
け
を
狙
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
承
久
の
乱
の
の
ち
、
九
条
道
家
と
西
園
寺
公
経
は
復
権
し
、
幕
府
を
背
景
に
朝
廷
に
お
け
る
権
勢
を
強
め
て
い
っ
た
。
一
方
北
条
義
時
・
大
江
広
元
・
北
条
政
子
と
相
次
い
で
死
去
し
、
一
条
実
雅
旧
妻
北
条
義
時
女
子
が
唐
橋
通
時
に
嫁
し
た
嘉
禄
二
年
(
一
二
二
六
)
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
五
九
一
六
〇
十
一
月
の
頃
の
幕
府
は
、
義
時
嫡
子
泰
時
が
執
権
、
義
時
弟
時
房
が
連
署
の
職
に
あ
っ
た
。
三
浦
義
村
は
こ
の
泰
時
を
女
婿
と
し
て
い
た
。
こ
の
前
年
十
二
月
に
は
中
原
師
員
を
筆
頭
と
す
る
評
定
衆
が
設
置
さ
れ
、
文
士
が
占
め
た
評
定
衆
に
唯
一
武
士
の
立
場
か
ら
入
っ
た
の
が
泰
村
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
通
時
の
父
は
通
親
の
弟
通
資
で
あ
り
、
淳
和
・
奨
学
両
院
別
当
を
始
め
、
雅
通
・
通
親
の
嫡
家
の
思
恵
は
、
通
資
止
ま
り
で
通
時
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
通
時
に
す
れ
ば
不
本
意
だ
ろ
う
し
、
義
村
も
昇
任
で
き
る
と
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
定
家
の
目
に
も
昇
任
が
な
さ
過
ぎ
る
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
荘
園
絡
み
の
通
時
と
義
村
で
あ
る
が
、
通
時
は
義
村
の
権
力
を
頼
み
、
義
村
は
通
時
の
栄
達
を
通
じ
て
朝
廷
と
繋
を
持
と
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
禄
二
年
六
月
に
侍
従
と
な
る
輔
通
を
得
た
具
親
と
北
条
重
時
女
子
と
の
婚
姻
は
遅
く
と
も
こ
の
数
年
前
の
成
立
だ
ろ
う
。
こ
の
事
例
で
留
意
さ
れ
る
の
は
重
時
同
母
兄
の
北
条
朝
時
の
干
与
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
の
朝
時
は
、
定
家
の
目
に
は
そ
の
後
六
波
羅
北
方
と
し
て
上
洛
す
る
重
時
よ
り
有
力
者
で
あ
り
、
同
年
正
月
の
坑
飯
沙
汰
は
一
日
泰
時
、
二
日
朝
時
、
三
日
が
義
村
で
あ
っ
た
。
朝
時
は
「
一
腹
の
好
」
で
重
時
に
加
勢
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朝
時
は
具
親
二
男
輔
時
を
猶
子
と
し
、
輔
通
子
通
俊
を
女
婿
と
し
た
。
さ
ら
に
　
　
こ
の
他
従
三
位
八
条
実
文
の
子
で
寺
門
派
僧
公
朝
を
「為
遠
江
守
平
遠
時
子
住
関
東
」
ま
わ
せ
た
事
ま
で
考
え
る
と
、
朝
時
は
公
家
と
の
結
び
付
き
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
他
は
な
い
。
し
か
し
朝
時
流
の
名
越
家
が
反
得
宗
と
な
る
の
は
泰
時
死
後
、
朝
時
の
子
光
時
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
朝
時
自
身
は
そ
う
で
は
な
い
。
朝
時
の
公
家
と
の
所
縁
は
泰
時
の
承
認
の
も
と
、
北
条
氏
の
対
朝
廷
政
策
の
範
囲
内
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
雅
具
が
中
原
師
員
の
女
婿
と
な
っ
た
文
暦
二
年
(
一
二
一二
五
)
以
前
は
、
貞
永
元
年
(
一
二
三
二
)
十
二
月
に
師
員
が
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
評
定
衆
の
編
纂
に
な
る
御
成
敗
式
目
が
成
立
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
る
。
師
員
自
身
が
当
時
「境
無
極
」
い
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
御
成
敗
式
目
第
二
五
条
「関
東
御
家
人
以
月
卿
雲
客
為
婿
君
、
依
譲
所
領
、
公
事
足
減
少
事
」
は
、
御
家
人
の
女
子
が
公
家
に
嫁
す
に
際
し
て
、
女
子
に
所
領
を
譲
る
事
に
よ
っ
て
幕
府
に
奉
仕
す
べ
き
公
事
足
が
減
少
す
る
事
を
問
題
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
公
家
と
御
家
人
と
の
婚
姻
が
、
御
家
人
同
士
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
本
文
の
中
に
「
若
募
権
威
不
勤
仕
者
、
永
可
被
辞
退
件
所
領
歟
」
、
即
ち
夫
が
高
位
高
官
で
あ
る
権
威
を
嵩
に
か
け
て
公
事
足
を
出
さ
な
い
な
ら
ば
所
領
は
辞
退
す
べ
き
と
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
公
武
婚
の
属
性
と
し
て
夫
の
高
位
高
官
に
基
づ
く
権
威
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。貞
永
元
年
に
通
頼
を
得
た
通
成
と
宇
都
宮
頼
綱
女
子
と
の
婚
姻
は
前
年
四
月
の
土
御
門
上
皇
の
死
去
に
前
後
す
る
時
期
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
成
の
父
通
方
は
暦
仁
元
年
(
=
一三
八
)
の
死
去
ま
で
の
ち
の
後
嵯
峨
天
皇
を
養
育
し
た
人
物
で
あ
り
、
頼
綱
嫡
子
泰
綱
も
泰
時
の
偏
諱
を
得
、
寛
元
元
年
(
一
二
四
三
)
か
ら
弘
長
元
年
(
一
二
六
一
)
ま
で
評
定
衆
に
列
す
る
有
力
御
家
人
で
あ
り
、
単
に
通
成
と
頼
綱
と
の
和
歌
の
交
流
に
留
る
様
な
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
承
久
の
乱
で
み
ず
か
ら
望
ん
だ
事
と
は
い
え
土
御
門
上
皇
は
配
流
と
な
り
、
外
戚
の
通
親
子
孫
達
も
恐
櫂
し
た
が
、
以
後
の
朝
幕
関
係
に
お
い
て
幕
府
は
土
御
門
上
皇
へ
の
配
慮
を
欠
か
さ
ず
、
上
皇
の
名
誉
回
復
が
図
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
上
皇
の
阿
波
国
へ
の
移
転
と
彼
の
地
で
の
御
所
造
営
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。
承
久
の
乱
以
後
の
村
上
源
氏
が
結
ん
だ
公
武
婚
は
幕
府
中
枢
の
要
人
の
女
子
を
室
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仁
治
三
年
(
一
二
四
二
)
正
月
の
四
条
天
皇
死
去
を
受
け
た
皇
位
継
承
問
題
で
幕
府
が
土
御
門
上
皇
皇
子
後
嵯
峨
天
皇
を
皇
位
に
就
け
た
事
は
そ
の
総
仕
上
げ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
順
徳
上
皇
皇
子
擁
立
を
否
定
さ
れ
た
道
家
は
、
寛
元
二
年
の
西
園
寺
公
経
の
死
去
を
待
っ
て
公
経
が
執
っ
て
い
た
関
東
申
次
の
役
務
を
独
占
し
、
同
四
年
正
月
に
後
嵯
峨
天
皇
を
四
年
で
退
位
さ
せ
て
四
歳
の
後
深
草
天
皇
を
立
て
て
子
の
一
条
実
経
を
摂
政
と
し
た
が
、
同
年
十
月
、
新
執
権
北
条
時
頼
は
関
東
申
次
を
公
経
子
実
氏
と
し
、
摂
政
も
近
衛
兼
経
に
替
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
道
家
は
失
脚
し
、
後
嵯
峨
院
政
の
時
代
を
迎
え
る
事
と
な
る
。
建
長
四
年
(
一
二
五
二
)
四
月
、
後
嵯
峨
上
皇
第
二
皇
子
宗
尊
親
王
が
幕
府
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
側
近
に
は
通
方
の
子
で
、
定
通
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
六
一
一
六
二
猶
子
と
な
っ
て
い
た
顕
方
が
充
て
ら
れ
た
。
ま
た
同
行
女
房
の
内
に
は
通
方
女
子
一
条
局
、
通
親
女
子
西
御
方
が
あ
り
、
宗
尊
親
王
が
将
軍
職
を
解
か
れ
京
都
に
帰
さ
れ
る
ま
で
、
将
軍
の
周
辺
に
は
村
上
源
氏
が
近
侍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
藤
原
頼
経
以
来
、
将
軍
周
辺
は
反
得
宗
勢
力
の
集
う
場
と
な
っ
た
。
顕
方
と
吉
良
長
氏
女
子
と
の
婚
姻
は
そ
の
間
の
事
で
あ
っ
た
。
以
上
本
章
で
は
、
鎌
倉
時
代
後
嵯
峨
院
政
期
ま
で
の
政
治
過
程
の
中
に
村
上
源
氏
が
結
ん
だ
公
武
婚
を
位
置
付
け
て
み
た
。
村
上
源
氏
の
政
治
的
位
置
は
、
一
方
で
後
鳥
羽
-
土
御
門
ー
後
嵯
峨
と
天
皇
と
の
所
縁
を
持
ち
つ
つ
、
他
方
で
兼
実
-
良
経
-
道
家
の
九
条
家
と
の
緊
張
関
係
を
残
し
な
が
ら
推
移
し
た
。
通
親
の
時
代
に
院
近
臣
と
な
り
、
兼
実
の
反
対
勢
力
を
形
成
し
た
。
党
派
性
を
解
消
し
た
後
鳥
羽
親
政
を
経
て
道
家
-
西
園
寺
公
経
ラ
イ
ン
が
朝
廷
の
実
権
を
掌
握
す
る
中
、
倒
幕
の
謀
議
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
み
ず
か
ら
罰
を
受
け
る
事
を
望
み
、
配
流
後
も
幕
府
か
ら
の
配
慮
を
受
け
て
い
た
土
御
門
上
皇
の
皇
子
と
い
う
皇
位
継
承
有
資
格
者
を
抱
え
た
村
上
源
氏
は
、
幕
府
に
よ
っ
て
順
徳
派
の
復
権
や
九
条
家
専
横
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
温
め
ら
れ
て
い
た
。
後
嵯
峨
天
皇
の
即
位
は
四
条
天
皇
の
早
世
と
い
う
偶
然
の
所
産
を
受
け
て
の
も
の
に
し
ろ
、
決
し
て
突
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
が
年
来
温
め
て
い
た
朝
廷
政
策
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
村
上
源
氏
が
結
ん
だ
公
武
婚
は
そ
の
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
は
鎌
倉
時
代
、
特
に
後
嵯
峨
院
政
期
ま
で
に
お
い
て
高
い
割
合
で
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
を
取
り
上
げ
て
そ
の
意
味
す
る
所
を
、
主
に
政
治
史
に
引
き
付
け
て
考
え
て
み
た
。
婚
姻
は
決
し
て
当
事
者
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
親
族
全
体
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
政
治
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が
外
戚
政
治
で
あ
る
。
婚
姻
を
契
機
と
す
る
所
縁
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
は
個
人
の
資
質
の
問
題
で
は
あ
る
。
権
力
指
向
が
強
く
て
攻
撃
的
な
性
格
で
あ
れ
ば
実
権
を
掌
握
し
、
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
事
も
で
き
る
。
温
厚
な
人
柄
で
あ
れ
ば
、
天
皇
の
外
戚
に
な
っ
て
も
何
も
し
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
そ
れ
も
こ
れ
も
所
縁
と
い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
所
縁
は
結
ぶ
事
に
よ
っ
て
親
族
に
様
々
な
属
性
を
与
え
る
。
後
白
河
院
政
か
ら
後
嵯
峨
院
政
に
か
け
て
の
時
代
の
村
上
源
氏
の
政
治
的
位
置
は
、
天
皇
お
よ
び
天
皇
家
と
の
所
縁
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
ま
ず
始
め
に
婚
姻
事
例
を
個
別
に
検
討
し
た
。
厳
し
い
史
料
状
況
下
で
何
も
述
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
例
で
も
取
り
上
げ
る
事
は
、
史
料
無
き
故
に
軽
視
に
流
れ
る
事
を
戒
め
る
事
に
も
な
る
。
村
上
源
氏
は
北
条
氏
・
吉
良
(足
利
)
氏
・
宇
都
宮
氏
・
中
原
氏
と
い
っ
た
有
力
御
家
人
と
の
婚
姻
を
重
ね
た
事
を
み
た
。
次
に
後
白
河
～
後
嵯
峨
院
政
期
の
政
治
史
を
、
村
上
源
氏
を
軸
に
概
観
し
た
。
村
上
源
氏
の
政
治
的
位
置
は
天
皇
家
と
の
所
縁
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
政
治
史
の
中
に
公
武
婚
を
位
置
付
け
て
み
た
。
承
久
の
乱
前
の
公
武
婚
は
、
親
王
将
軍
擁
立
計
画
と
期
を
一
に
し
た
も
の
で
、
両
者
は
一
環
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
承
久
の
乱
以
降
は
、
復
権
し
た
九
条
道
家
-
西
園
寺
公
経
の
親
幕
派
が
朝
廷
の
実
権
を
握
る
中
、
幕
府
中
枢
の
要
人
が
村
上
源
氏
と
所
縁
を
繋
ぐ
、
そ
れ
は
後
鳥
羽
上
皇
の
討
幕
戦
争
に
加
担
し
な
か
っ
た
土
御
門
上
皇
の
名
誉
回
復
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
も
窺
え
、
幕
府
が
支
持
す
る
道
家
-
公
経
ラ
イ
ン
の
朝
廷
権
力
で
は
あ
る
が
、
他
方
で
村
上
源
氏
に
は
そ
の
暴
走
を
抑
止
す
る
役
割
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
嵯
峨
天
皇
の
即
位
と
後
嵯
峨
院
政
の
確
立
、
さ
ら
に
親
王
将
軍
の
擁
立
は
土
御
門
上
皇
の
二
〇
年
に
及
ぶ
名
誉
回
復
の
総
仕
上
げ
と
い
え
よ
う
。
後
白
河
～
後
嵯
峨
院
政
期
の
政
治
史
は
、
幕
府
-
天
皇
家
-
九
条
家
、
こ
の
三
者
の
権
力
闘
争
史
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
権
力
争
い
に
天
皇
家
と
の
所
縁
を
以
て
巻
き
込
ま
れ
た
村
上
源
氏
の
権
勢
と
苦
難
と
忍
従
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
村
上
源
氏
を
支
え
た
の
が
公
武
婚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
註(
1
)
五
味
文
彦
「縁
に
見
る
朝
幕
関
係
」
(
『
明
月
記
研
究
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
)
。
(
2
)
拙
稿
「
鎌
倉
前
期
ふ
た
つ
の
公
武
婚
」
(『
鷹
陵
史
学
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
)
、
同
「鎌
倉
時
代
の
公
武
婚
」
(『
鷹
陵
史
学
』
三
〇
、
二
〇
〇
四
年
)
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
公
武
婚
一
六
三
(
3
)
註
(
2
)
「鎌
倉
時
代
の
公
武
婚
」
。
(
4
)
『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
八
月
十
八
日
条
。
(
5
)
頼
朝
は
大
姫
の
入
内
を
目
指
し
て
い
た
の
で
頼
朝
・
政
子
が
こ
の
婚
儀
を
勧
め
た
と
い
う
の
は
疑
問
を
覚
え
る
が
、
こ
れ
は
高
能
の
側
か
ら
も
ち
か
け
た
も
の
で
あ
る
(註
(
4
)
)
。
(
6
)
註
(
3
)
。
(
7
)
杉
橋
隆
夫
「
牧
の
方
の
出
身
と
政
治
的
位
置
」
(上
横
手
雅
敬
編
『
古
代
・
中
世
の
政
治
と
文
化
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
)
。
(
8
)
註
(
3
)
は
「
父
の
遺
領
」
と
あ
る
が
、
訂
正
す
る
。
(
9
)
『
尊
卑
分
脉
』
。
註
(3
)
で
は
後
述
の
理
由
で
こ
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
事
を
控
え
た
。
(
10
)
『
尊
卑
分
脉
』
。
(
1
)
『
吾
妻
鏡
』
嘉
禄
二
年
六
月
十
三
日
条
。
(
12
)
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
『群
書
類
従
』
五
、
『尊
卑
分
脉
』
。
(
13
)
註
(
3
)
は
将
来
的
に
通
時
に
女
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
女
子
を
入
内
さ
せ
て
生
ま
れ
る
皇
子
を
想
定
し
た
が
、
訂
正
す
る
。
(
14
)
『
明
月
記
』
寛
喜
三
年
七
月
三
日
条
。
(
15
)
『
尊
卑
分
脉
』
。
(
16
)
『
明
月
記
』
承
元
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。
(
17
)
註
(
3
)
は
夫
妻
同
道
の
上
洛
と
す
る
が
、
訂
正
す
る
。
(
18
)
北
条
氏
研
究
会
「北
条
氏
系
図
考
証
」
(安
田
元
久
編
『吾
妻
鏡
人
名
総
覧
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
)
。
(
19
)
註
(18
)
。
(20
)
『尊
卑
分
脉
』
。
(21
)
『群
書
類
従
』
一
〇
。
一
六
四
(2
)
『尊
卑
分
脉
』
。
(23
)
『吾
妻
鏡
』
建
長
四
年
三
月
～
五
月
条
。
花
山
院
長
雅
は
源
通
親
前
妻
の
父
花
山
院
忠
雅
の
曽
孫
で
あ
る
(
『尊
卑
分
脉
』
)
。
(24
)
『吾
妻
鏡
』
文
永
三
年
八
月
四
日
条
。
(25
)
『公
卿
補
任
』
。
(
26
)
『吾
妻
鏡
』
建
長
五
年
八
月
十
五
日
条
。
(
27
)
一
四
世
紀
後
半
成
立
の
『
増
鏡
』
は
宗
尊
親
王
の
関
東
下
向
に
従
っ
た
公
卿
・
殿
上
人
・
女
房
等
の
官
位
に
つ
き
、
後
嵯
峨
上
皇
が
「
院
中
の
奉
公
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
か
し
こ
に
さ
ぶ
ろ
う
と
も
、
限
り
あ
ら
ん
官
、
か
う
ぶ
り
な
ど
は
さ
は
り
あ
る
ま
じ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
依
拠
す
る
史
料
な
し
の
創
作
で
あ
る
と
し
て
も
、
所
謂
関
東
祗
候
の
公
家
衆
の
官
位
は
右
引
用
中
に
類
す
る
方
針
が
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
28
)
橋
本
義
彦
「
小
野
宮
家
」
(
『
国
史
大
辞
曲
ハ』
2
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
)
。
(
29
)
註
(
18
)
。
(
30
)
『
吾
妻
鏡
』
寛
喜
元
年
六
月
二
十
五
日
条
。
「鶴
岡
八
幡
宮
寺
社
務
職
次
第
」
『
群
書
類
従
』
四
。
(
31
)
橋
本
義
彦
『
源
通
親
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。
(
32
)
目
崎
徳
衛
『
史
伝
後
鳥
羽
院
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
)
。
(
3
)
第
二
章
、
第
三
章
の
記
述
は
、
主
に
註
(31
)
(32
)
お
よ
び
『
国
史
大
辞
典
』
(吉
川
弘
文
館
)
、
通
史
的
政
治
史
の
諸
成
果
を
基
に
、
村
上
源
氏
を
軸
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
詳
細
な
典
拠
は
控
え
る
事
と
し
た
。
(
34
)
「
と
は
ず
が
た
り
」
『新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
50
。
